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■THE 世界大学ランキング：総合的な大学力に重み

高等教育専門誌Times Higher Education（英）が論文データベース会社の実施し
ているランキング（当初はQS 社）。一昨年からはエルセビア社と提携しデータ
ベースを使用。

■QS 世界大学ランキング：総合的な大学力に重み
高等教育関連の情報をWEBやイベントを通じて発信しているQuacquarelli Symonds 
Ltd（英）によるランキング。エルゼビア社のデータベースを使用。

■上海交通大学ランキング

ＳＴＥＭ系に強み。ノーベル賞、フィールズ賞などの数もカウント。

三大世界大学ランキングで、大学の研究力は把握できるのか？



世界大学ランキング
何が問題なのか？
• 「順位」は恣意的で、継続的に見る指標とはならない
使用するデータベースの変更、国別補正など補正の
仕方の変更、キロオーサーペーパー（千人以上の著
者がいるビッグ・サイエンスのペーパー）の扱い、また、
各指標の評価のバランスなど、民間企業の恣意的な
変更によって年毎にその計算の基盤がかわっていく。

•一方、世界大学ランキングで使われている「指標」は、
研究力を表す指標として、継続的に見る指標となり
得るものもある。

→ ただし、指標の意味を精査する必要あり。
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Teaching (30%)
Academic reputation survey: reputation for teaching (15%)
Staff to student ratio (4.5%)
Ratio of doctoral to bachelor’s degrees awarded (2.25%)
(Field weighted) number of doctorates awarded per staff FTE (6%)
Institutional income per staff FTE (2.25%)

THE 世界大学ランキング

Research (30%)
Academic reputation survey: reputation for research excellence (18%)
(Field weighted) research income per staff FTE (6%)
(Field weighted) research output per staff FTE (6%)

Citations (30%)
(Field weighted) citations in 2011-16 to papers published 2011-15
(Elsevier)

Industry income (2.5%)
Income from industry per staff FTE

International outlook (7.5%)
Ratio of international to domestic students (2.5%)
Ratio of international to domestic staff (2.5%)
(Field weighted) proportion of research papers with international co-
authors (2.5%)
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従来の「量」、「質」の指標だけで、全体像を把握できるのか？

世界大学ランキングで使用されている
研究力分析指標と注意点

• ＴＨＥ世界大学ランキング
●量： 論文数／教員数（FTE） 著作本も含む
－論文数が多ければいいのか？「サラミ論文」の拡大

（※本来１つ論文にすべき内容だが、わざと、いくつもの論文にわけて発表すること）

－教員数は大学の自己申告に基づく（どのように数えたか？）

●質： 論文被引用数（FWCI）
－分野等での補正・平均 「平均」することで全体像の把握ができない？

• Ｑｓ世界大学ランキング
●質： 論文引用数／教員数（FTE）
－論文引用数が多い論文に依存

－教員数は大学の自己申告に基づく（どのように数えたか？）

その他：

●質： トップ論文（Top1%, Top10%論文）割合
－トップ論文偏重？
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• 東京大学のFWCI（論文のインパクトを示す値）は1.34でした。
• 東京大学は1-50位のバンドに入りますが、このバンドに入る大学の平均値は2.08でした。
• FWCI 1.34は、ランキングが500位前後の大学のFWCIの値です。

THE世界大学ランキングは、ＦＷＣＩの値と相関
THE世界大学ランキングに基づく、バンドごとの指標平均
（エルゼビア社調べ）

エルゼビアのSciVal
から2017年7月に取得
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提案 「厚み」概念

• 「量」と「質」だけでは測れない大学
（分野）の強み

「厚み」概念の提案と その指標 研究力
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大学の分野ごとの研究力を見る
３つの側面

量 質
論文数
被引用数
など

Top1%論
文数・割
合など

厚み

大学のその分野
は、どのくらい層
が厚いのか？
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*# in circles = citations

University A
Total # of Publications: 9
Total # of Citations: 66
Average Citations per Publications: 7.3
# of Top Percentile Publications: 1

University B
Total # of Publications: 7
Total # of Citations: 47
Average Citations per Publications: 6.7
# of Top Percentile Publications: 0

Publication Set in Research Field X

52

5
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3

1
1
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「厚み」を見る指標（１）論文の集積による厚み

institutional h5-index （5は5年間の意味）
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ATSUMI metrics (for publications):
institutional h5-index 
(institutional h count over the past 5 years）

Publication

# 
of

 ci
ta

tio
ns

Publication

# 
of

 ci
ta
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ns

Publications citations

#1 52

#2 5

#3 3

#4 1

… …

Publications citations

#1 9

#2 8

#3 8

#4 8

#5 7

#6 6

… …

3 6

University A University B
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*# in circles = citations

University A
Total # of Publications: 9
Total # of Citations: 66
Average Citations per Publications: 7.3
# of Top Percentile Publications: 1
ATSUMI institutional h5-index: 3

University B
Total # of Publications: 7
Total # of Citations: 47
Average Citations per Publications: 6.7
# of Top Percentile Publications: 0
ATSUMI institutional h5-index: 6

Publication Set in Research Field X
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One lucky strike

「厚み」を見る指標（１）論文の集積による厚み

institutional h5-index （5は5年間の意味）
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資料集７ページより
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国際比較

東京大学

山の形
富士山型

シンガポール国立大学

山の形
マッターホルン型

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値

※Active authors=当該機関に論文著者になっている研究者数
CNI = Collaborative network index（参考参照）
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*# in circles = citations

モデルA：
シンガポール国立大学など
Total # of Publications: 9
Total # of Citations: 66
Average Citations per Publications: 7.3
# of Top Percentile Publications: 1
ATSUMI institutional h5-index: 3

モデルB：
東京大学など
Total # of Publications: 13
Total # of Citations: 53
Average Citations per Publications: 4.1
# of Top Percentile Publications: 0
ATSUMI institutional h5-index: 6

Publication Set in Research Field X
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主要指標＋「厚み」
量
論文数（article, review, proceedings）
著書数（本）
著書数（本）分数
質

FWCI
Top1% 論文数
Top1% 割合
Top10% 論文数
Top10% 割合
厚み

institutional h5 index
institutional h10 index
active authors (5y)
国際性
国際共著論文数
国際共著論文率
国際共著機関数
CNI
CNI（分数）

量（論文数、著書数） 質：FWCI

Top1%, Top10%論文

厚み（institutional h5 index）

厚み（active authors） 16



実例（１）トップ論文が強いが、厚みが弱い

信州大学

FWCI 2.33（>1.0） 極めて優秀
トップ論文、かなり高い

「厚み」（論文、研究者数）は弱い

ごく少数のトップ研究者、
トップ論文がこの分野を支
えている

山の形
逆さ富士型

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値
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実例（２）トップ論文が弱いが、厚みがある

岐阜大学

山の形
八ヶ岳型

FWCI 0.95（<1.0） 平均的
トップ論文、弱い

「厚み」（論文、研究者数）は強い
かなり特徴的

トップ論文は弱いが、「厚み」
に特徴がある

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値
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実例（３）大学として、一つの分野に特化
した「厚み」
帯広畜産大学

山の形
八ヶ岳型

大学として、一つの分野に
特化した「厚み」の強み

※２０１１－２０１５年発表論文対象
２０１７年２月時点での数値
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主要指標＋「厚み」
量
論文数（article, review, proceedings）
著書数（本）
著書数（本）分数
質

FWCI
Top1% 論文数
Top1% 割合
Top10% 論文数
Top10% 割合
厚み

institutional h5 index
institutional h10 index
active authors (5y)
国際性
国際共著論文数
国際共著論文率
国際共著機関数
CNI
CNI（分数）

量（論文数、著書数） 質：FWCI

Top1%, Top10%論文

厚み（institutional h5 index）

厚み（active authors） 20



〇経営学分科（科研費分類）

機関名 経営学

神戸大学 800730000
早稲田大学 564880000
法政大学 399500000
一橋大学 362700000
京都大学 318330000
明治大学 294600000
東京大学 275800000
関西大学 272370000
東京工業大学 257200000
横浜国立大学 255200000
東北大学 231320000
同志社大学 227080000
大阪市立大学 225280000
立命館大学 221040000
北海道大学 218570000
青山学院大学 200900000
関西学院大学 172170000
日本大学 167000000
中央大学 164600000
慶應義塾大学 163180000

新規採択額（１０年）新規採択数（１０年）

機関名 経営学

神戸大学 128
早稲田大学 118
法政大学 74
関西大学 73
立命館大学 71
明治大学 66
一橋大学 66
横浜国立大学 59
京都大学 57
東北大学 54
同志社大学 53
青山学院大学 52
日本大学 51
東京大学 47
京都産業大学 47
北海道大学 46
慶應義塾大学 45
大阪市立大学 43
香川大学 37
筑波大学 37

（相対値、対数軸）

科研費の新規採択数と採択金額によって、大学
の「厚み」の特徴が把握できる

神戸大学は、経営学に「厚み」
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厚み指標と科研費の新規採択額が相関
（東京工業大学 調麻佐志教授調べ）
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R² = 0.79315 
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# of papers 

歯学
※科研費の分科と、エルゼビア社の論文カテゴリーによる分野が、比較的一致している
※それぞれの点は、各大学の当該分野

厚み（10年） 量（論文数）

科研費・新規採択金額（過去１０年の総額）とinstitutional h10-index（厚み指標、１０年でとっ
たもの）、ならびに、量（論文数）の相関がみられる。他の分科でも似たような傾向を示す

科研費によって、大学の研究分野の「厚み」が支えられていると言えるのではないか。

新
規
採
択
金
額
（
１
０
年
間
の
総
額
、
円
）

新
規
採
択
金
額
（
１
０
年
間
の
総
額
、
円
）

１０億円

２０億円

３０億円

１０億円

２０億円

３０億円

４０億円

４０億円
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結語
• 世界大学ランキングは、その「順位」の決め方は、恣意的かつ毎年変更があり、
継続的にみる指標とはならない。

• 一方、世界大学ランキングで用いられる指標の中には研究力を把握するため
に重要な指標も含まれている。

• 特に、世界大学ランキングの順位は、FWCIに相関している。FWCIの値は、日本
は相対的にかなり下がっている。

• しかし、論文数（量）やFWCI（質）の指標だけでは、測れない研究力として「厚
み」がある。

• 「厚み」は概念であり、様々な提案がある。institutional h5-indexは一つの指標。

• 日本の大学はinstitutional h5-indexの値は相対的によく、従来の量、質と「厚
み」を組み合わせて考えることで、大学の研究力の分野ごとの特徴を立体的に
把握できる。

• 科研費によって、大学の研究分野の「厚み」が支えられていると言えるのではな
いか。

23



ご意見等、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

連絡先：

自然科学研究機構 研究力強化推進本部 特任教
授 小泉周 （a.Koizumi@nins.jp）

24


	資料4
	結語

